
  

新TreeFoamの紹介

chtMultiRegionFoamをにらんで
　　TreeFoamに機能追加
　　→　regionが増えても処理ができるように

1.　ｃｓｖファイルによるメッシュ作成
2.　ｃｓｖファイルによるsetFields
3.　region分割、計算開始
4.　まとめ
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TreeFoam外観の変更
TreeFoam上で
　startFrom、stopAtが設定できる

formatや並列数を表示
　anP　：ascii、非圧縮、シングル処理
　BCP2 ：binary、圧縮、2並列

windowを分割してlogを表示
　logを表示するかしないかは、configTreeFoamで設定

TreeFoamのアイコンも準備



  

多くのregionを含むモデルの解析が容易にできる様に・・・

部品点数：２5ヶ

ケース形状 内部部品

ベースに多数の
部品配置

ベース裏面に
ヒートシンク配置



  

計算条件の設定内容

outW（排気面：1m/s）

inW
（吸気面）

caseWall（壁）

case上面の排気面（outW）から
1m/ｓで排気し、case下面全体（inW）
から吸気する構造。

case内部には、発熱部品を配置



  

計算条件（内部部品）

No 領域名 材質 発熱量（W） 備考

1 air 空気 0 発熱なし

2 base Al 20

3 cyli1 Al 10

4 cyli2 Fe 2

5 cyli3 Al 5

6 cyli4 Al 5

7 cyli5 mold 0 発熱なし

8 cyli6 Al 1

9 cyli7 Al 2

10 cyli8 Fe 1

11 cyli9 Fe 1

12 heatSink Al 0 発熱なし
13 rect1 mold 0 発熱なし

14 rect10 Al 1

No 領域名 材質 発熱量（W） 備考

15 rect11 Cu 1

16 rect12 Al 5

17 rect13 mold 2

18 rect2 ceramic 0 発熱なし

19 rect3 Al 1

20 rect4 Al 3

21 rect5 Cu 1

22 rect6 mold 1

23 rect7 mold 1

24 rect8 Al 20

25 rect9 Al 10

各部品の材質と発熱量

部品（固体）の発熱が計算できる様に
chtMultiRegionFoamを修正



  

１．　メッシュ作成
snappyHexMeshDictを直接編集せずに、csvファイルを準備して、メッシュを作成。

stlファイルの場所

新しく作成したcase
　tutorials/heatTransfer/chtMultiRegionFoam/multiRegionHeaterをコピー
　　（Allrunを実行してcaseを完成しておく）

クリック

stlファイルの場所を
指定してクリック



  

デフォルトのcsvファイル

blockMeshの設定

snappyHexMeshの設定



  

blockMeshの設定

セルサイズ　2mm

stlモデルサイズよりもcell数５ヶ分大きい
サイズでブロックを作成

通常：blockの座標とXYZの分割数を入力
　　→　座標を意識する必要がある
　　　　セルサイズが直感的にわかりにくい

座標を意識すること無く、セルサイズを直接入力

ブロック
ｓｔｌモデル形状



  

snappyHexMeshの設定 mesh内のポイント
（デフォルトで中心座標が設定）

stlファイル名 区分
　patch
　cellZone
　reg（領域を定義：部分的にcellサイズを変更する場合に使用）

特徴線の抽出
　空白：抽出しない
　値：抽出する

基本のcellサイズ
　表面、内部共

最小cellサイズ
　表面のcell

直接cellサイズを入力するように設定
（blockMeshサイズが変わっても影響を受けない）
データ入力後、csv形式で保存する。



  

クリックして、
Dictファイル、mesh作成

blockMeshDict、snappyHexMeshDictの作成、mesh作成

特徴線を抽出るために、
「eMesh」ファイルが必要だが、
無くても、自動で作成してくれるので
意識して作成する必要はない。

ファイル名を選択している事を確認後、

ここまでの操作で、blockMeshDict、snappyHexMeshDictができあがり
　snappyHexMeshを実行してメッシュを作成する



  

BlockMeshDict
元々のfileを修正

snappyHexMeshDict
新たに作成

座標、分割数を
　修正

ｓｔｌファイルが追加
されている。

できあがったblockMeshDict、snappyHexMeshDict



  

出来上がったmesh
内部部品

ヒートシンク

csvファイルを基本にして
できあがったmesh

外側のcase形状



  

２．　setFields（ｃｓｖファイルによる）
mesh作成時、できあがった全てのcellZoneからcellCetを作成する。

クリック

選択

選択

全て選択

クリックしてcode出力

クリックして実行（cellSet作成）



  

setFieldsDictを作成

クリック

全てのcellSetを選択 dataセットするFieldを選択

クリックするとsetFields作成画面が現れる。

setFields画面上で
setFieldsDictファイルを作成する
作成後、この画面上で、setFieldｓ
を実行する。

setFieldsを実行して
dataをfieldにセット



  

cellSet名

field名 各cellSet毎に
dataを入力

クリックして
seiFieldsDict作成

クリックして
表のイメージをcsv保存

setFieldsDict作成画面

Qwフィールドの各領域（cellSet）にワット数を設定
Tフィールドの初期値を設定



  

できあがったsetFieldsDict csv保存した内容
（表のイメージをそのまま保存する）

データセット結果



  

３．　region分割、計算開始

クリックして、cellZone毎にmeshを分割する。



  

分割した領域を流体と固体にグループ分け

流体領域の「air」を選択してクリック

固体領域（残り全て）
を選択してクリック

「OK」をクリックする事で
　・流体領域と固体領域へのグループ分け
　　（regionPropertiesの作成）
　・領域同士の境界面の境界条件
までできあがる



  

できあがったregionProperties

流体のairと固体のair以外にグループ分け
できている



  

できあがった領域同士の境界面の境界条件

T、Uの境界面の境界条件が設定できている。
（boundaryと各fieldのboundaryFieldの境界面）

流体「air」の境界条件



  

流体「air」の境界条件の設定
boundaryFieldを設定
　tutorialsのchtMultiRegionFoamを参考に設定

排気部の為、
Z方向に流速を設定



  

properties、dictの設定

予め、tutorialsから必要なpropertiesを
流体・固体に分けてfolder内に準備しておくと
後が楽。

fluidRegions、solidRegionsフォルダは
ダイアログを開くと作成される



  

材料の設定
DBから材料名を選択して設定する

ここで作成した材料名は、csvファイルとして
保存したり読み込んで材料名を設定できる

保存したcsvファイル内容
（region名と材料名のセット）



  

solverの作成
chtMultiRegionFoamを発熱を考慮したsolver「ｃｈｔQvMultiRegonFoam」に
改造する。

追加

追加

createFluidFields.H createSolidFields.H



  

setRegionFluidFields.H

setRegionSolidFields.H

追加

追加

各regionで使用する変数名を定義

EEqn.H（fluid側）

追加

追加

ワット数をregionの体積で
除してW/m3に単位変換

発熱分を方程式に追加



  

ｓｏｌｖｅSｏｌｉｄ.H（solid側）

ワット数をregionの体積で
除してW/m3に単位変換

追加

追加

発熱分を方程式に追加

ソースコードを修正後、solver名を「cthQvMultiRegionFoam」として
コンパイルする。



  

計算開始

controlDictを修正して実行する。

solver名を書き換え
（chtQvMultiRegionFoam）

lib名を記述
（tutorialsと同じ）



  

温度分布

（固体部）

（流体部）

速度分布全体形状
排気面
（1m/s）

吸気面
（底面）



  

入力データ

メッシュ作成データ 入力データ
（ワット数）

固体の物性値

ｓｔｌファイルと以下のcsvデータが準備できればデータセットできる。



  

4．　まとめ
chtMultiRegionFoam（固体・流体熱連成）を
本格的に使いこなす為には、根気と労力が必要。
領域が多くあると、不可能に近い。

今回、TreeFoam上でメッシュ作成とデータセットがcsvデータを
準備する事で可能に。

TreeFoam上で、メッシュ作成、setFields、領域分割、
領域間の境界条件、固体の物性値設定ができるので、
領域数が増えても、負担はそれほど増えず。
（単純作業は、殆どTreeFoamがやってくれる）

TreeFoamの英語版も完成。（DEXCS用も）
　TreeFoam-2.11-140208.tar.gz
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